
政
府
へ
の
質
問
主
意
書

提
出
に
あ
た
り
、
川
田
議
員

や
私
達
が
最
も
重
要
視
し

た
の
は
、
六
ヶ
所
、
東
海
、

両
再
処
理
工
場
に
蓄
積
し

て
い
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
の
安
全
確
保
の
問
題

で
す
。
様
々
な
要
因
に
よ
っ

て
起
こ
り
う
る
「
電
源
喪
失

時
の
沸
騰
事
故
や
水
素
爆

発
に
つ
い
て
原
燃
が
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

①
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

に
は
リ
ン
酸
ト
リ
ブ
チ
ル

や
ノ
ル
マ
ル
ド
デ
カ
ン
等

の
有
機
物
と
そ
の
分
解
生

成
物
の
混
入
が
考
え
ら
れ

る
が
そ
の
混
入
率
は
い
く

ら
か
？

②
蒸
発
乾
固
生
成
物
が
、
酸

化
性
の
硝
酸
塩
と
還
元
性

の
有
機
物
が
混
合
さ
れ
た

固
化
体
だ
と
す
る
と
、
着
火

源
が
あ
れ
ば
容
易
に
爆
発

す
る
の
で
は
な
い
か
？
政

府
の
見
解
を
求
め
る
。
爆
発

し
た
場
合
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
何

ト
ン
に
相
当
す
る
の
か
？

《天恵の海》
２０１９（平成 ３１）年

１ 月 １４日

第１９３号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp
《本紙の全バックナンバー掲載》

「
審
査
中
」
理
由
に

重
大
問
題
に
回
答
せ
ず
！

再
処
理
等
核
施
設
の
新
基
準
適
合
審
査
に

つ
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
は
二
〇
一
四
年

一
月
以
来
、
審
査
会
合
を
続
け
現
在
ほ
ぼ
終
了

し
た
と
し
て
い
ま
す
。
審
査
内
容
に
つ
い
て
私

達
市
民
団
体
は
、
日
本
原
燃
へ
質
問
書
を
提
出

し
そ
の
回
答
を
受
け
、
七
月
十
九
日
原
燃
本
社

で
の
「
回
答
説
明
会
」
に
出
席
し
ま
し
た
。
し

か
し
満
足
な
回
答
が
得
ら
れ
ず
、
臨
時
国
会
が

開
催
さ
れ
た
昨
年
十
一
月
九
日
、
川
田
龍
平
参

議
院
議
員
が
同
趣
旨
の
質
問
主
意
書
を
安
倍

内
閣
宛
に
提
出
、
十
一
月
二
十
日
に
答
弁
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
私
達
が
最
も

危
惧
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
安
全
に

つ
い
て
、
納
得
の
出
来
る
答
弁
内
容
は
記
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
《
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
》
の

よ
う
な
重
大
事
故
も
あ
り
得
る
と
考
え
、
政
府

答
弁
書
の
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

冷
却
機
能
喪
失

沸
騰

揮
発
性
ガ
ス
の
放
出

乾
固

（
大
爆
発
）
？

（
熔
融
揮
発
）

原
子
力
規
制
委
員
会

平
成
二
六
年
三
月
一
八
日

日
本
原
燃
提
出
資
料
に
よ
る

最
後
の
重
大
事
象
、

硝
酸
塩
爆
発
や
熔
融
揮
発

原
燃
資
料
、
空
白
！

規
制
委
員
会
へ
の
原
燃
提
出

資
料
で
は
「
電
源
喪
失
な
ど
廃

液
貯
槽
の
重
大
事
故
で
は
廃
液

の
温
度
が
上
昇
し
水
分
等
が
蒸

発
し
乾
固
す
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
乾
固
後
の
評
価
が
無
い
。

そ
こ
で
私
達
は
「
蒸
発
乾
固
後

析
出
す
る
固
体
に
は
、
硝
酸
塩

と
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン

の
抽
出
用
有
機
物
が
混
入
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

核
種
の
崩
壊
熱
に
よ
り
化
学
爆

発
し
、
放
射
性
物
質
の
環
境
放

出
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
？
」
と
質
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
日
本
原
燃
担
当

者
は
「
乾
固
を
防
ぐ
」「
乾
固
さ

せ
な
い
よ
う
に
努
め
る
」
と
答

え
る
の
み
で
、「
乾
固
後
の
硝
酸

塩
・
混
入
有
機
物
爆
発
、
溶
融

揮
発
」
と
い
う
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
に
ふ
れ
よ
う
と

せ
ず
、
科
学
的
な
分
析
・
評
価

に
つ
い
て
言
及
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
七
月
十
一
日
：

原
燃
本
社
で
の
回
答
説
明
会
）

硝
酸
塩
・
有
機
物
爆
発
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
な
い
！

この

部分

から

空白

「六ヶ所再処理工場の新規制基準適合審査に関する

質問主意書と答弁書のまとめ」（永田文夫）

http://sanriku.my.coocan.jp/197_20Q&A&C.pdf



私
達
は
数
年
に
わ
た
っ

て
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

に
つ
い
て
、
国
会
に
お
け
る

「
政
府
担
当
官
と
の
対
話

集
会
」
や
六
ヶ
所
や
東
海
工

場
本
社
へ
の
「
質
問
や
折

衝
」
を
重
ね
、
さ
ら
に
七
月

十
九
日
日
本
原
燃
で
の
「
提

出
質
問
書
へ
の
回
答
説
明

会
」
に
出
向
き
、
今
回
の
臨

時
国
会
に
お
け
る
「
質
問
主

意
書
」
の
提
出
に
至
り
ま
し

た
。
審
査
基
準
に
な
い
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
る
の
に

政
府
答
弁
書
は
「
審
査
を
行

っ
て
い
の
で
現
時
点
で
の
回

答
は
差
し
控
え
る
」
で
す
。

こ
れ
は
原
子
力
規
制
行
政
か

ら
逸
脱
し
福
島
原
発
事
故
の

教
訓
に
学
ぶ
姿
勢
に
欠
け
る

も
の
で
国
民
の
安
全
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
危
惧
す
る
「
高
レ

ベ
ル
廃
液
重
大
事
故
」
に
つ

い
て
答
弁
書
に
は
「（
爆
発
の

事
態
に
至
ら
な
い
よ
う
に
）

法
令
・
規
則
や
規
制
基
準
に

よ
っ
て
対
策
を
取
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

の
具
体
的
方
策
が
な
く
、
全

く
議
論
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
、
う
や
む
や
の

う
ち
に
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
を
「
新
規
制
基
準
に
合
格

し
た
」
と
さ
せ
る
わ
け
に
は

行
き
ま
せ
ん
。

事
実
か
ら
出
発
し
よ
う

私
達
は
、
規
制
基
準
適
合

審
査
会
合
で
、
世
界
の
再
処

理
工
場
の
重
大
事
故
の
実

例
に
つ
い
て
ど
の
程
度
情

報
を
集
め
検
討
し
た
の
か

を
問
い
ま
し
た
。

特
に
「
ウ
ラ
ル
の
核
惨

事
」
と
一
九
七
七
年
「
西
ド

イ
ツ
政
府
再
処
理
工
場
重

大
事
故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
報
告
」
に
つ
い
て
、
検
討

し
た
の
か
、
し
な
か
っ
た
の

か
を
質
問
し
ま
し
た
。

政
府
答
弁
書
で
は
「
再
処

理
等
審
査
基
準
を
設
定
し
、

法
と
規
則
に
照
ら
し
、
国
際

基
準
も
参
考
に
し
た
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
重
大
事

故
例
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
例
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
ま
せ
ん
。

西
ド
イ
ツ
政

府
の
行
っ
た
よ
う
な
《
再
処

理
工
場
重
大
事
故
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
》
を
行
う
考
え

は
な
い
の
か
？
と
の
問
に

答
弁
書
は
「
現
在
適
合
性
審

査
を
行
っ
て
い
る
最
中
な

の
で
現
時
点
で
は
回
答
を

差
し
控
え
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
れ
で
は
実
例
に

も
と
ず
く
疑
念
へ
の
回
答

が
な
く
、
国
は
逃
げ
て
お
り
、

核
心
に
迫
れ
ま
せ
ん
。
日
本

政
府
は
実
例
を
直
視
し
回

答
す
る
べ
き
で
す
。

ウラルの核惨事
１９５７年９月２９日に起こったソビエト連

邦ウラル地方マヤーク核施設の爆発事故。軍事

用再処理施設の高レベル放射性廃液の貯蔵タン

クが冷却機能を失って大爆発を起こした。タン

クに入っていた硝酸塩の結晶と廃液残渣が爆発。

その規模は火薬約７０ｔ分という。約１０００

ｍの上空に舞い上がった放射能は北東方向に帯

状の汚染地域をつくった。

放射性物質にはストロンチウム９０が含まれ、

幅約３０～４０ｋｍ長さ３００ｋｍの汚染地帯

が生まれた。総放射能量は約７４京べクレルと

推定され、３万４０００人が重大な被曝を受け

数千人の人々が死んだといわれる。このため約

１０万人が避難し、２３ヵ村が廃墟となった。

Ｊ・Ａ・メドベージェフが地下出版による報

告を行い真相が伝えられた。彼は１９７０年に

《精神病院》に収容されるという迫害を受けた

が、多数の市民の救援活動により救い出された。

政
府
答
弁
書
は
、
今
回
も
、
「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」に
言
及
せ
ず

再
度

国
へ
申
し
入
れ
る
予
定
で
す
！

本
会
が
指
摘
し
た

重
大
な
問
題
点
に
答
え
ず

も
う
、
想
定
外
は
ご
め
ん
だ
。

重
大
事
故
に
責
任
を

取
れ
る
の
か

右の説明文 広瀬隆著
「日本列島全原発が危

ない！」１５２頁参照

西ドイツ政府の

再処理事故評価

１９７７年１月 当時の西ド

イツ政府が行った《再処理工場

重大事故評価》は「冷却不能と

なった高レベル廃液放出で約３

千万の重篤な被曝死亡」、という

結論で、国を挙げての大議論を

行い、再処理から撤退した。

３００キロに渡って致

死性の汚染地帯が出来

たという。狭い日本では

逃れようがない。

毎日新聞

1977.1.15

ＰＤＦ版 当会ホームページに掲載中

http://sanriku.my.coocan.jp/180527miyako.pdf


